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研究成果の概要（和文）：インターネット上には様々な情報が氾濫し、その信憑性が社会問題化してきている。
本研究では、信憑性を判断するための方法の一つとして著者推定技術をSNS等の短い文書に適用し10万人の候補
者の中から、著者を発見する研究に取り組んだ。つまり、事前に著者の書いた何らかの文書があれば、発信者を
推定することが可能となる。結果、10万人のSNSユーザの中から特定のユーザを発見するために、30発言あれば
60%の精度で発見できる仕組みを構築した。また、上位10位までに抽出できる確率は74%を達成した。これは、世
界の他の研究が10万人を対象として精度20％程度に留まっているのに対し大きな貢献である。

研究成果の概要（英文）：Since various information floods on the Internet, its credibility is 
becoming a social problem. In this study, we researched on authorship identification technique for 
short messages such as SNS, targeting to identify the authorship of the messages from among 100,000 
candidates. That is, if there is some documents written in advance by the author, it is possible to 
estimate the writer. As a result, we have established a mechanism to find a specific user out of 
100,000 SNS users with accuracy of 60% if we have only 30 messages. In addition, the probability of 
being able to extract in the top 10 places was 74%. This is a major contribution to the fact that 
other research in the world is limited to about 20% accuracy for 100,000 candidates.

研究分野：ビッグデータ解析
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) インターネット上には様々な情報が氾濫
し、その信憑性が社会問題化してきている。
信憑性を判断するための方法の一つとして、
「同一の事象が記述されている Web 上の記
事数」の多数決により判断する方法がこれま
で提案されている。しかし、誤った情報が多
数を占める場合もありうまく機能しない。 
 
(2) 一方で文書の執筆者を推定することがで
きれば、インターネット上の情報の信憑性を
判断する一つの重要な材料となり得る。しか
し、従来の著者推定技術（文書中の単語出現
頻度分布の違いにより著者を推定する技術）
は、小説などの同一話題の文章を対象にして
きており、そのままでは利用することができ
ない。 
 
(3) 異なる話題にも頑健な著者推定手法の研
究が行われている。しかし、従来と同様、単
語の出現頻度を基本的な特徴量として用い
ていることから、話題が変化した場合に精度
向上ができない。具体的には、1,000 人から
特定著者を推定する場合の精度は 60%程度
に留まり、インターネット上の膨大なデータ
を対象に適用することができない。つまり 10
万人等の大規模利用者を対象とした場合、精
度が極めて低くなり実用的ではない。 
 
(4) 昨今利用が急速に拡大しているソーシャ
ルネットワーキングサービス(SNS)では、一
つの文書（記事）が短く、従来の長文を対象
とした著者推定の利用ができない。このため、
短い記事に対応した著者推定が必要となっ
てきている。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では、「誰がその記事を書いたか」
という著者推定を数十万人規模で行う技術
を研究開発することにより、将来的には、記
事の著者を推測し、著者本人の信頼性に帰着
させることを目指す。具体的には、インター
ネット上の情報（特に SNS）に対する信憑性
判断のための新しい基準（著者判定のための
特徴量）を提供し、以て、安心できるインタ
ーネット社会に寄与することを目指す。 
 
(2) 本研究は、インターネット上の情報に対
する信憑性判断を目的として著者推定を応
用することを考えており、話題が異なる文章
が記述されたとしても同一著者であるとい
う判定が行える手法を数十万人規模の著者
に適用できるようにすることを目指す。 
 
(3) インターネットの安全性という観点から、
著者推定に留まらず、幅広い応用へ発展させ
るための応用研究を合わせて実施し、技術的
な網羅性向上を目指す。 
 
３．研究の方法 

(1)インターネット上の様々なデータに対応
した著者推定を可能とするため、主に従来手
法が苦手とした短文を対象とした著者推定
手法の提案を行う。提案にあたっては、従来
手法の問題である(a)多種多様な話題に起因
する精度低下、(b)推定対象となる文章の短
文化による特徴量選択の失敗、(c)膨大な候
補者群による計算時間の増大を解決する。評
価においては、10 万人規模の Twitter データ
を用いた実践的な評価を行う。 
 
(2)著者推定精度を向上させるために「著者
のプロフィール推定技術」「著者が用いてい
る単語群から特定分野への専門性を判定す
る技術」「インターネット上への記事を掲載
する際に取得可能な様々な特徴量（アクティ
ブ認証技術）」について研究を進める。 
 
４．研究成果 
(1)多種多様かつ短い文章から著者の特徴量
を抽出するための特徴量抽出手法を提案し、
10 万人の Twitter ユーザを用いた評価
（30tweet による著者推定）において、MRR
（平均逆順位）で 0.65、上位 1位の精度(P@1)
で 0.60、上位 10 位までの精度（P@10）で 0.74
を達成した（表１）。これは、正解ユーザを
平均して 1.54 位以内にランキングできるこ
とを示しており、上位 1位の候補が正解であ
る確率が 60%であり、上位 10 位以内に正解ユ
ーザが入る確率が 74%であることを示してい
る。この結果は、従来研究の P@1 で 0.20
（Narayanan らの手法で 10 万人に対する
評価結果）に比較して大幅な精度向上を示し
ており、実用化に資する結果を得ることがで
きた。 

 

 
(2)短い文章を対象とした著者推定を実現す
る手法として、文章を文字単位で分割し１文
字 、 ２ 文 字 、 ３ 文 字 （ そ れ ぞ れ
1-gram,2-gram,3-gram と呼ぶ）の出現頻度を
基本的な特徴量として採用した。これは、従
来提案されている様々な特徴量（品詞,単語,
文字）を網羅的に調査した結果、最も精度を
出すことができる特徴量として選定したも
のである。さらに、この方法だけでは十分な
精度を達成できなかったことから、n-gram の
特徴量に nに比例して大きな重みを与える手
法を考案した。図１に示しているのは、
twitter ユーザ数 1000 名時の評価であり、n
に比例して重みを付与することで、大きな精

表１ 提案手法の評価結果（10 万人） 

MRR P@1 P@10 P@100

実験回数

1 0.668 0.623 0.752 0.856

2 0.622 0.573 0.719 0.859

3 0.637 0.585 0.728 0.858

4 0.644 0.593 0.733 0.866

5 0.657 0.608 0.746 0.846

Average 0.646 0.596 0.736 0.857



度向上が得られることを示している(MRR が
0.539 から 0.796 に改善)。 

 

 
(2)多種多様な話題に頑健な著者推定を実現
するために、１人のユーザは複数の話題を持
つことを前提に学習用データセットを構築
する手法を提案した。具体的には、候補者と
なるユーザ（10 万人）の投稿したツイート全
てを用いて、ユーザ毎に時間軸上で発信時間
が異なる k個の学習データセットを作成した。
これは、１ユーザが k個の異なる話題を持つ
ことを想定している。話題分類においては、
k-means 法を用いてクラスタリングを行った。
図２に示す通り、最近の投稿を含め、古い投
稿から合計で k個の特徴量を取得した。なお、
学習データセット作成の際，(1)で述べた
n-gram の n に応じた重み付けを行っている。
高速化に関しても、この kの値を調整する（小
さくする）ことで高速化が可能となるが、一
方で精度は低下する。また、高速化について
は、Locality-Sensitive Hashing を用いる手
法についても提案し、精度を適用前比で 6%
低下させることを許せば約 2倍の高速化が可
能であることを示した。 

 

(3)テストデータセット（検索対象ユーザの
tweet）と学習用データセットとの比較にお
いては、従来手法が用いている SVM 等の機械
学習を用いず、コサイン類似度を採用した。 
これは、従来の研究結果から、機械学習が短
い文章に対しては適切に動作しないこと分
かっているためである。具体的には、図３に
示すように、作成した学習データセットとテ
ス ト デ ー タ セ ッ ト の 間 で 文 体 相 違 度
DissimTopの計算を行い、それらの文体相違度
DissimTopを昇順に並べ替えることで、ランキ

ング作成を行った。このランキングのうち、
推定対象著者が何位以内に含まれているか
どうかを用いて著者推定の評価を行った。 

 

(4)著者の属性（プロフィール）推定を行う
手法として、他ユーザのプロフィール文から
複数抽出する仕組みを構築した。本手法を用
いることで、自身がプロフィールを公開して
いなくても当該ユーザのプロフィール推定
が可能となる。図４に示すように、本手法の
出力は，推定対象ユーザの属性に関連すると
推定された単語のリストである。リスト中の
単語は、推定対象ユーザとそれぞれの単語と
の関連度を示す「単語関連度スコア」によっ
て順位付けされる。具体的には、推定対象ユ
ーザとより深い関係（ダイレクトメッセージ
やフォロー、フォロイーの関係）をもつと考
えられるユーザのプロフィール文に頻繁に
出現する単語に対して高いスコアが付与さ
れる。ユーザ間の交流関係をエッジとしたユ
ーザグラフに対して Personalized PageRank
を適用すると共に、単語 wに対する IDF を用
いて算出する。800 万ユーザのデータを用い
て実験したところ、平均して１ユーザに対し
7.08～7.25 個の属性を抽出することに成功
するとともに、平均精度は、上位 20 位まで
で 0.72～0.77 であり有効性を確認すること
ができた。 

 

(5)著者の専門性を判定するために、特定分
野の専門用語辞書に対して専門度スコアを

図３学習・テストデータセット間の比較 

図４ Twitter ユーザ属性推定 

図２ 時系列上で複数特徴量取得 

図１ 文字{1,2,3}-gram 利用と重み付け 



付与する手法の提案を行った。特定分野にお
ける単語重要度を「一般人が用いない単語で
あり、かつ特定分野の中でも出現頻度の低い
単語がより重要度が高い」という仮説をもっ
て単語重要度を付与する手法を提案した。具
体的には，予め専門辞書が与えられている時、
当該専門辞書内の単語に重要度を付与する。
重要度付与にあたっては、特定分野と特定分
野以外のコーパスを用い、特定分野以外のコ
ーパスにはほとんど現せず、かつ特定分野コ
ーパスにも出現頻度の低い単語に高い重要
度を付与する。また、ノイズのような意味を
持たない単語の重要度が上がるのを防ぐた
めに、文章内での出現頻度に着目し、分散が
大きい語句についてノイズと判断する仕組
みを構築した。評価では 200 人の twitter ユ
ーザを対象として、専門分野としてプログラ
ミングを取り上げ、10tweet からどの程度専
門性を判断できるかについて実験を行った。
正解ランキング（専門性の高いユーザ順に並
べる）に対する順位相関係数として 0.72 を
得ることができ、同分野の他の手法に比較し
て最も高い性能を確認することができた。 
 
(6)昨今、SNS の投稿ではほとんどの場合、ス
マートフォン等の携帯端末が利用される。こ
こでは、今後の応用の可能性を考え、スマー
トフォン等の携帯端末から情報を入力する
際に、実際に本人が利用しているかどうかを
自動判別するアクティブ認証の新しい仕組
みについても提案、評価を行った。図５に提
案システムを示す。まず訓練データ（スワイ
プ動作）からオンライン分類器を構築する
（図中①）。そして、分類器の結果を一定間
隔（スライディング Window 方式）で投票し
（図中②）、それらの結果を決選投票して（図
中③）最終結果とする。最終結果の判定で偽
者と判断した場合、２段階目の認証として顔
認証などの高度な認証を実施することを前
提とする。２段階目の認証の結果、１段階目
の判定が間違っていた場合に限り、オンライ
ン分類器を更新する。本提案の貢献は、スラ
イディング Window 方式で認証を実行するた

め、誤判定が小さくなるという点である。実
際、ERR（等価エラー率：誤って受け入れる
確率と誤って拒否する確率が同じになる点
におけるエラー率）として 1.9%（従来手法は
6.1%）を達成した。 
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